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完成予定：

完成予定：未定

■天應院～旧フィッシングパーク：①の工事完了後に引き続き工事を実施する計画。

現在、道路の測量や予備設計を行っているが、事業認可は未取得。

■旧フィッシングパーク～相模原公園入口交差点：事業の目途は立っていない状況。

女子美術大

【JR相模線立体交差・4車線化】
麻溝小 JA麻溝支店

完成イメージ

【天應院～旧フィッシングパーク～相模原公園入口交差点までの区間の4車線化】

完成予定：令和11年度(2029年度）

■令和7年度から道路等の基盤造成工

事開始予定

【ENEOS～回転ずし活鮮区間
の4車線化】

相模原愛川と

周辺地域を

4車線道路で結ぶ！
①
事業推進中

【相模原公園入口交差点の立体交差化】

①②の工事完了以降、工事を行う計画
測量、予備設計を進めている

【グリーパークバス通りを
相模原公園入口交差点付近まで延伸】

完成予定：未定

■麻溝台新磯野地区の北部地区事業検討パートナー候

補者であるグッドマンジャパングループが土地区画整理事業と

して整備予定

※南清掃工場とギオンアリーナは機能を維持したまま用地後

退します。

【相模原公園入口交差点～
回転ずし活鮮区間の4車線化】

完成予定：未定

■麻溝台新磯野南部地区事業検討パートナー候補者

であるグッドマンジャパングループが土地区画整理事業と

して整備予定

②
事業推進中

完成予定：R11年度（2029年度）

R6年度は

■既存踏切、電柱など支障物件の撤去、トンネル掘削

■鳩川橋りょう拡幅のための下部工整備

R7年度以降は

■ボックスカルバートトンネルの設置

■鳩川橋りょうの拡幅・護岸工事

【ENEOS～双葉寿司区間の4車線化】

事業推進中

■都市計画決定されていないが、
麻溝台新磯野土地区画整理事業（北

部地区）の事業内で
整備を検討中。
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建設委員会委員として、インフラ整備・道路改良事業に力を入れて活動してきました。便利な生活、緊急車両の導線確保、大災

害時の避難経路の確保、生産性の向上、企業誘致、税収アップなどに向け、基盤インフラ整備・都市計画道路道路改良事業は

欠くことのできない取組です。特に、相模原愛川ICと周辺地域（麻溝・相模台・相武台・新磯）とを結ぶ幹線道路の改良整備は

相模原市の中でも最重要の政策課題。その「今」（表面）と「今後の課題」（裏面）を報告します。

完成予定：（早ければ）令和10年度

■令和6年度は道路北側の拡幅工事が完

了後、車両の交通を切り替え

■令和7年度から南側工事に着手予定

【北里大学病院前の4車線化】

完成予定：未定

②の工事完了後に工事実施する計画

（道路改良はしばらく時間がかかるので、暫定的な渋滞緩和

措置として、神奈川県警と信号時間の見直しを協議中。令和

7年度から信号時間の見直し実験を実施予定。）

【北里～西大沼交差点区間の4車線化】



しかし、財政の健全化に目途が立ってきました。行財政改革プラン第2期では来年度から、まちづくり

道路関係予算を重点化することが決まりました。

また、私も議会質疑で「市債の積極的な発行」を求めてきましたが、市は「〇〇など有利な市債発行

を積極的に活用すると答弁しています。
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表面の通り、県道52号や村富線の4車線化は「計画」は確かにされていますが、
全線工事完了の目途は立っていません。事業の加速が必要ですが、課題は大
別して３つに分けられます。

市
道
新
戸
相
武
台
（
キ
ャ
ン
プ
座
間
隧
道
）
の
現
状
と
課
題

新戸と相武台を結ぶ隧道（ずいどう）。未だ通行規制がかかり、終日の往来ができない状況です。

2車線化に向けて、目下進んでいる工事は「座間3号橋（新戸側からみて3つ目の橋）」の架け替

え工事。この橋を新戸側に架け替え（移動）することで、相武台側の道路の高さを盛土で上げること

ができ、道路幅を広げることができます。

工事の進捗状況は以下のようです。

＜令和5年度に進んだ事業＞

■橋の架け替え工事に向けた周辺樹木の伐採。

＜令和5年度に進める予定だったが、入札不調で令和6年度に繰り越される事業＞

■橋の架け替えに伴う米軍基地内の電気設備の移転補償工事

＜令和6年度に実施予定の工事＞

■上記の工事（年度前半）

■橋の出入り口の道路造成などの準備工事（年度後半）

＜今後＞

■橋の下部工・上部工の整備、道路拡幅、相武台側、新戸側の接続道路の拡幅等

（スケジュールは未定）

２．行政の技術職（土木職）確保の課題
道路改良事業予算が拡充されるだけでは不十分。担い手がいなければお金をいくら積んでも事

業は進みません。

土木職員の方々は、事業計画書・設計図面・資金計画書などの作成、事業認可を取得、道路

の詳細設計と測量、個々の地権者と移転時期や補償の内容など自宅等へ直接訪問するなどの

説明・対話、土木事業者への発注、協働の事業推進など多岐にわたる専門的な業務を担い私た

ちの生活インフラを支えています。彼らがいて始めて事業は円滑に進みます。

ところが、インフラ整備事業を担う相模原市の土木職員は令和6年度開始時点で11人の欠員。

令和5年度は20人の欠員でした。人手不足で職場は疲弊していると耳にします。

３．民間の建設事業者の入札不調の課題
県道52号ではと村富線では入札不調は起きていませんが、今後起きうる問題として、民間事

業者の入札不調も考えられます。

入札不調はなぜ起きるのか。例えば、事業進捗が遅い「市道新戸相武台線（キャンプ座間隧

道）で今何が起きているかを例示しながら解説します。（右コラム）

１．予算上の課題
市債残高は政令市で下から3番目と低位。（これは、過

去10年近くにわたり、予算縮減に取り組んできた成果といえま

す。）にも関わらず、近年、道路改良事業には十分な予

算が付かない状況（公共建設費は政令市で一番低い

予算規模）でした。

今、市の財政は健全な状態です。行財政改革プラン第2期で決まったように、令和6年度から、

まちづくり関係予算・土木関係費を重点化されます。

また、私も議会質問で「新たなまちづくりに向けた市債の積極的な発行」を求めてきましたが、こ

れに対し市長は「税源涵養に資する新たなまちづくりの推進など、投資的経費の確保が必要であ

り、財政指標や元利償還金に対する交付税措置の有無等にも留意し、必要に応じて積極的に

建設債等を活用してまいります。」と答弁しています。

＜今後は？＞

本市決算資料より、

市民一人当たりの市債発行残高

（令和3年度政令市別）

＜今後は？＞

まず、不足する土木職の定員を増やす必要があります。

私も議会質問で「令和7年度からの新職員定数管理計画において技

術職員増」を求めましたが、これに対し市長は「まちづくりを進めるための

技術職員など、市の重要施策の推進や法令等による配置基準への対

応のための職員定数を確保する（中略）必要があることなども踏まえ、

検討してまいります。」と答弁しています。

相模原市の土木職員を確保すること

が喫緊の課題です

また、職員の給与増、新卒採用試験の複数回実施や中途採用の拡大、市の新しいまちづくり
事業について、地元出身の大学生への積極的なPRなど、採用増に向けて様々な方策を現在市
と検証し、取り組んでいます。国産生成AIの活用なども今後視野に入れていきます。

問題は民間建設事業者に工事を入札してもらいにくい状況にあることです。

なぜ入札してもらえないのでしょうか。

近年、建設業も働き手の長時間労働の是正を図っており、無理ない工期設定の事業を優先して

確保する傾向にあることや、米軍基地内の特殊な環境下で工事する工事の割に合わない市側の単

価設定であることなどが原因として考えられます。

「ずいどう」2車線化の早期実現に向け、

民間事業者の人手不足や働き方改革の取組の中で、割に合う工期設定の必要性を議会で市行

政と確認し合いました。また、割に合う単価提示を国の単価設定に準拠するのではなく市独自に設

定してくことを議会で求めています。

新戸側に橋を移動させる。
相武台側の道路を盛土で拡幅する。
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①食料安全保障の確保に向け、
農政関連法が改正される中、
本市が取り組むべき事項につい
て確認しました。

②麻溝台新磯野地区について
誘致産業の最有力候補である
データセンターについて、
その意義と課題を問いました。

3月13日本会議場で登壇
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